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本年度教職リーダーコースからは、第 14 期生の 4 名が

専門職修士の学位を授与され修了することとなりました。

平成 20 年の創設から数えて、修了生はこれで 195 名とな

ります。最近では県内の学校を訪問すると、しばしば修了

生に出会いますし、実践検討会では指導主事となった修

了生が、後輩の研究の講評を行なう場面も多くなったよ

うに思います。教職大学院スタッフとして、修了生の活躍

は嬉しく思います。また「学び続ける教師」を支えること

に、少しは役立っているのだと手ごたえを感じます。 

群馬大学教職大学院は、創設時から「大学と現場の往還」

を看板に掲げてきました。現職の院生にも免除すること

なく長期間にわたる実習を課し、特に M2 の実習では指

導教員が頻繁に学校に出向いて指導を行なって、“手取り

足取り”で院生の研究を支えてきました。また、報告書に

ついても単に実践経過の“報告”にとどまらず、他の教師が

その報告書を読めば研究が再現でき、実践を一歩先に進

めることができる、再現可能性のある内容とすることを

意識してきました。課題研究報告会も、事前に何度もスラ

イド資料を作り直して、丁寧に準備をしてもらいました。

時間は掛かりますが、これも成果を広く県内外の教師に

参考にしてもらって、教育力向上に役立ててもらいたい

という意図があってのことです。 

こうした特徴は、令和 2 年の改組後も教職リーダーコ

ースに受け継がれ、本学の教職大学院の、教育水準の高さ

を支えるものとなっています。 

しかし最近、学校現場や教職大学院を取り巻く状況が

変わって来ました。それは、教師の多忙化の問題です。実

際に傍から見ていると学校の先生方はとても忙しそうで 

 

す。院生だからといって大目に見てもらえることもなく、

課題研究の指導時間を取ろうにも、授業や他の仕事の合

間を縫ってやっと時間が確保できる状態。特にコロナ禍

で、一層忙しくなったように思います。（今後、状況が一

段落して、少しはゆとりができればいいのですが。） 

県教委からも、教職大学院に対して現職院生の負担軽

減について、配慮を期待する声が寄せられています。ご存

じのように本県では「教職員の多忙化解消に向けて提言

Ｒ5」が示されています。教職員の様々な業務や行事等に

ついて「廃止・縮小・ＩＣＴ化」の視点で見直すことで、 

教職員が心身の健康を維持し、子どもたちとしっかり向

き合う時間を増やすことを目指すものです。これを受け

て、例えば学習指導案の枚数指定を無くし簡略化したり、

研究紀要を廃止したりといった取組がなされていると聞

いています。教職大学院でも（特に現職の M2 において

は）、この「廃止・縮小・ＩＣＴ化」の視点での見直しが

急務となっているのが現状です。もちろん、それで院生の

健康を保ち、子どもと向き合う時間を増やせるなら、進ん

で取り組むべきことです。教職大学院自身の「課題研究」

テーマと言えるかも知れません。 

ただし、大学院教育の質を落とさずに「廃止・縮小・Ｉ

ＣＴ化」を実現するのは、そう簡単ではありません。中途

半端では満足な成果は得られませんし、指導の量が減れ

ば、院生は孤軍奮闘しなければならず、逆にストレスを増

やすことにもなりかねません。なかなか決め手が見つか

らないというのが、正直なところです。みなさんなら、ど

のようにこの課題を解決しますか。「３本の魔法の杖」を

使いますか？              （音山若穂） 

https://sites.google.com/gunma-u.ac.jp/kyoshoku
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2023 年 2 月 11 日(土)、令和 4 年度の課題研究公開報

告会が開催されました。今回は対面実施の予定でしたが

残念ながら天候不良により、オンライン（Zoom）による

開催となりました。 

群馬県教育委員会教育次長 鈴木佳子様のご挨拶の後、

教職リーダーコース所属の専門職学位課程 2 年生 4 名か

ら、およそ 2 年にわたる課題研究の実践とその成果につ

いての発表がなされました。 

発表に関して、教職大学院の教員，現役の大学院生など

の出席者からの質問やコメントが示され、活発な議論が

行われました。 

群馬県教育委員会学校人事課 管理主事 大島康輔様、

及び、群馬大学大学院教育学研究科 教職リーダーコース

課題研究評価部会部会長 懸川武史先生より総括講評を

いただきました。 

昨年に引き続き、新型コロナウイルス感染症対策によ

り、研究活動が制限される部分もあったにもかかわらず、

発表者の皆さんが、置籍校の課題解決に向けて充実した

研究を実施してきたことがよく伝わってきました。 

 

本年度の優秀賞は、松島博昭さんが受賞されました。 

（鈴木 豪） 

 

校内研修で自分は成長できているか。そんな疑問が

沸々と湧いていました。同僚に校内研修について聞く

と「具体的な指導方法を学べていない」「研修が大切で

あり学びたいが、仕事に追われ、学ぶ時間と気力がな

くなる」「授業のことや指導方法について意見を言い合

う風土がない」「ベテランの先生の授業方法を学べる場 

がない」という声がありました。つまり、「あまり役立

っていない」「学びたいけど忙しすぎる」「互いに言い

合うことができない」という校内研修の課題が見えて

きました。成長を実感できる校内研修をどう実現する

か。校内研修の質の向上こそ現場で必要であると考え、

大学院 1 年目から校内研修の改善に取り組みました。 

 成果を上げるために必要な理論を学び「プロフェッ

ショナル研修」を校内研修の中に取り入れました。「プ

ロフェショナル研修」とは、プロの技や実践を見つけ

る「プロフェッショナル探し」、プロの技や実践を発信・

共有する「プロフェッショナル通信の発行」と「自主

的研修会」、実践を振り返る「やってみたこと紹介」の

4 つを合わせたものです。何より大切にしたのが「自主

性」です。自分から研修に参加、通信を発行、講師とな

る、感想を述べるなど自分から学びを獲得していく研

修でなければ力を高めることができません。「やらされ

感ある研修からの脱却」を意識しました。 

置籍校の先生方は非常に前向きに取り組んでくださ

り、自主的な研修会には、多くの先生が参加し、さら

に、通信の発行やコメントもしてくださいました。何

より管理職が常に研修をバックアップしてくださり、

全ての通信にコメント、研修についての助言など積極

的な姿勢で大学院の研究を支えてくださいました。結

果、２年間で多くの先生方から「役に立つ研修だった」

という前向きな感想を多数いただき成果を上げること

ができました。 

今回の研究ができたのはプロフェッショナル研修の

導入を快く認めてくださった管理職、研修に対して前

向きに取り組んでくださった同僚の先生方のご協力の

おかげです。また、２年間、細やかなご指導・ご助言を

してくださった川野文行先生、佐藤浩一先生、鈴木豪

先生、そして共に学んだ 14 期生の先生方のおかげで

す。研究を通して、改めて多くの人に支えられながら

仕事をしていることに気づきました。人とのつながり

を大切にしながら、今後も大学院で学んだことを糧に

子供たちのために自己研鑽に励んでいきます。 

（松島博昭） 

  

優秀賞 
 

教師が成長する校内研修の方法 
―互いの良さを見つけ、 

発信・共有し、自主的に学ぶ 
プロフェッショナル研修を通して― 

 
太田市立沢野小学校 松島博昭 

令和 4年度 群馬大学大学院教育学研究科専門職学位課程（教職大学院） 

（2023年 2月 11日） 
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教職リーダーコース 2 年生の 4 名は、置籍校におい

て課題解決実習に取り組んできました。各学校で行わ

れた実践報告会の様子を紹介します。なお、掲載順は

学籍番号の順です。 

 

 

11 月 21 日（月）、教職リーダーコース２年生の齋藤

一紀さんの実践検討会が、勤務校である伊勢崎市立宮

郷小学校において開催されました。 

齋藤さんの課題研究のテーマは「教員の協働意識を

高める校内研修の充実―『研修ふりかえりシート』と

ICT の活用を通して―」です。 

齋藤さんは、児童の「個別最適で協働的な学び」を

実現するためには、教員の学びも「個別最適で協働的」

であるべきだとの理念のもと、校内研修副主任として

町田研修主任と協力しつつ、実践に取り組んできまし

た。具体的には、校内研修での「学級づくり部会」、「授

業研究部会」、「ICT 活用部会」の３つの部会での活動

や「一人１授業」で教員それぞれが自ら課題設定して

実践に取り組む（個別最適）とともに、「ふりかえりシ

ート」や Google フォームを活用して実践を交流・共有

する（協働的）という形で校内研修を進めてきました。 

その中で齋藤さんは、ICT 活用部会のリーダーとし 

て部会を運営するとともに、ふり返りシートの記入に

タブレット、ノートパソコンを活用する、各自が記入 

した結果をスプレッドシートで共有し、容易に参照可 

 

能にするなどの形で、教員同士の協働を容易にすると

ともに、必然性をもって教員自身が自らの学びに ICT

を活用する場面をつくる（が無理強いはしない）こと

で、授業での利活用のトレーニングにも貢献してきま

した。 

当日は、齋藤さんによる研究説明に続いて、校内研

修全体会が公開されました。全体会では、前半は上記

の部会ごとの小グループによるここまでの実践のふり

かえり、後半は各テーブルのホストを除いてメンバー

が移動し、ワールドカフェ的な形の交流が行われまし

た。そこでは各自がタブレットで授業風景の写真・動

画や児童の作品を観せたり、指導案や教材・教具を提

示したりと、授業と子どもの具体像にもとづく学びあ

いが展開されました。ふりかえりシートの記入場面で

は、リアルタイムでの共有も行われました。 

それをうけての検討会には、宮﨑孝宏校長をはじめ

宮郷小学校の先生方、指導教員である音山教授、山崎

教授のほか、大学院教職リーダーコース１年生４名、

市内の小学校から３名の先生が参加しました。参加者

からは、宮郷小のとりくみを自校の参考にしたいとの

視点から活発な質疑が交わされました。指導講評を担

当していただいた伊勢崎市教育委員会学校指導課の久

保田純一指導主事（教職大学院３期生）からは、「単に

『みんなで学ぶ』を超えて、実践記録、ふりかえりと

いう具体的な工夫・手だてが講じられていること」、

「『授業をやって終わり』でなく、作成した指導案など

が事後に徹底的に活用されていること」などの点で齋

藤さんの実践を高く評価していただくとともに、今後

伊勢崎市立宮郷小学校 齋藤一紀 
2022年 11月 21日(月) 

 報告 
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にむけて、実践のポイントを他校等でも活用可能なよ

うに端的に整理して明示してもらいたいという期待が

表明されました。 

（山崎雄介・音山若穂・坂西秀昭） 

 

11 月 24 日、教職リーダーコースの関加世子教諭の

公開授業と授業検討会が、勤務校である片岡中学校の

1-1 のクラスで行われました。関先生の課題研究テー

マは「中学校社会科における思考力・判断力・表現力

を育む授業づくり―「逆向き設計」に基づくパフォー

マンス課題を中心に―」です。関先生が担任もされて

いる 1-1 クラスでの公開授業となりました。社会科は、

暗記中心の教科と誤解されていますが、現在において

は資料などをもとにしっかりと考えて表現する力が求

められている教科です。実際に群馬県の公立高校の入

試では記述問題が全体の半分程度、出題されています。

しかし、生徒たちはなかなか社会的事象について、資

料と関連付けたり活用したりしながら説明することが

苦手です。これは全国的な問題であると同時に、勤務

校での生徒たちの課題でもあり、思考力・表現力・表

現力を育むための教え方については教師の課題でもあ

ります。 

これに対処するため、関先生は、毎時ごとに教科書

見開きの終末部で求められている記述問題を、自分な

りに練り直して、パフォーマンス課題にする実践をし

てきました。また、パフォーマンス課題を達成するた

めに、課題解決に向けて授業を組み立てる授業の「逆

向き設計」にも取り組んでこられました。同時に、一

昨年度から導入された ICT 機器（タブレット端末）の

活用にも積極的に取り組み、適宜グループでの活動を

取り入れて発表をさせることで、思考力・判断力・表

現力の養成に努めてきました。 

本時の課題は「社会科 歴史」における室町期の東ア

ジア文化圏の国と国との交流について記述させるとい

う大変難しい課題です。明、朝鮮、琉球、蝦夷地という

四カ国(地域)と日本との関係を学ぶことで、日明貿易

だけではなく、明を中心とした東アジア文化圏での華

夷秩序を理解させるのが前時・本時の二時間のねらい

です。日明貿易が朝貢貿易であることが十分理解され

ないままに浅い理解で済まされてしまうことを乗り越

える授業でした。記述問題が得意ではない生徒でも、

無回答の者は基本的に 1 人もいませんでした。記述型

のパフォーマンス課題に継続して取り組んできた結果、

ほぼすべての生徒が四月の時点よりは記述問題に慣れ、

記述力がかなり定着・向上していることが十分うかが

えました。 

公開授業には、置籍校の校長、教頭、校内の多くの

先生、本学からも教職大学院の院生 4 名、指導教員の

鈴木准教授、山口が参観しました。また、高崎市の指

導主事の山田先生にもご出席いただき、指導講評を賜

りました。ちょうどコロナ第８波が生じつつあり、生

徒に休む者も散見される状況でしたが、生徒たちは最

後までこの難しい課題に取り組み、ほとんどの者が記

述をしており、その結果をタブレットで取り込んで共

有していました。 

この数年のコロナ禍もあり、関先生におかれまして

は、授業や各種の実習には様々な困難があったと思い

ます。しかし、立派にそれを乗り越えてこられました。

指導教員としては、今後課題研究をまとめるにあたり、

本年度の実践の中で関先生が、感じた課題を明確化し、

それを乗り越えるための知恵をまとめて、さらにプロ

教師としてのスキルに磨きをかけていただきたいと存

高崎市立片岡中学校 関 加世子 
2022年 11月 24日(木) 
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じます。そして、ここで得た知恵をぜひ学校全体に還

元してください。この二年間、関先生の学びに多大な

支援をしていただいた片岡中の皆様に深く感謝いたし

ます。                            （山口陽弘） 

 

 

10 月 27 日、教職リーダーコース 2 年生の松島博昭

先生の実践発表と実践検討会が、勤務校である太田市

立沢野小学校で行われました。松島先生の研究テーマ

は「教師が成長する校内研修の方法−互いの良さを見

つけ、発信・共有し、自主的に学ぶプロフェッショナ

ル研修を通して−」です。 

学力向上や個別の支援等の学校課題を解決するには、

教員個々人と教員集団の力量を向上させる必要があり

ます。校内研修がその機会ですが、教員自身が学ぶ場

として不十分なケースもあります。しかし勤務校での

教員アンケートによると、教員は研修に負担感を感じ

ていますが、「授業力・学級経営力を高めて、児童や学

校全体をよりよくしたい」という願いも強いことが分

かりました。 

そこで、自主的研修会の開催やプロフェッショナル

通信の発行などの取組を組み合わせた、「プロフェッシ

ョナル研修」を考えました。そして、①自分の実践を

振り返る、②みんなが主役になれる、③遠慮なく意見

を交わせるという三つのアプローチにより、教員集団

が学ぶ「成長職場」を目指しました。 

自主的研修会は毎回１～２名の教員が講師となって

自分の授業実践のコツなどを紹介し、参加者が意見を

交わし会う機会です。教員の負担に配慮して自主参加

を旨としました。その上で、参加しやすい運営（１～

２週間に１回程度、１回 20 分）と、参加したくなる内

容（教員のニーズを把握する）となるよう校内研修委

員会で検討するなど、学校として組織的に運営しまし

た。また今年度は、学校の研修テーマ「伝えたい！聞

きたい！と思える授業作り～自分の考えを表現する手

立ての工夫を通して」に基づく授業改善を自主的研修

会で検討するなど、主題研修と自主的研修会を補完的・

発展的に実施することもしました。さらに自主的研修

会をやりっぱなしにせず、Jamboard を活用して参加者

の感想を共有したり、研修会で学んだ内容を自分で試

みた教員がその成果や課題を報告する機会を設けたり

もしました。 

プロフェッショナル通信は、指導技術や教職大学院

での学びなどを伝えるＡ４判１枚の通信（１～２週に

１回発行）です。当初は松島先生が一人で発行してい

ましたが、今年度は他の先生方も発行するようにしま

した。 

さらにこれらの手立てはデジタルデータとしてアー

カイブして、いつでも研修会の動画を視聴したり通信

を読んだりできるようにしました。 

実践発表と実践検討会には、実習校の校長先生・教

頭先生・先生方、太田市教育委員会指導主事の岩間昌

央様、近隣の小中学校の先生方、本学教職大学院生等、

合計４０名が参加しました。松島先生からの研究説明

に続いて、その場で、いつもの自主的研修会と同じか

たちで研修会が開催され、参加者はそれを周囲で参観

しました。研修主任の野村愛美先生が「自分の考えを

表現する手立ての工夫」というテーマで、ご自身の道

徳の実践を紹介し、それを踏まえてグループワークが

展開されました。 

続く研究協議では、研修の成果、参加教員の負担へ

の配慮、主題研修との関連などについて、質疑応答が

行われました。「（参加者として）実際の指導に生かせ

太田市立沢野小学校 松島博昭 
2022年 10月 27日(金) 
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ることが多く学べた」、「（講師として）自分の実践を振

り返るとともに参加者の意見を聞くことができ、自分

のためにもなった」、「研修をやりっぱなしにしないこ

とで研修が活発化した」など、多くの評価を頂きまし

た。また、澁澤校長先生は「この実践はどの学校でも

できる。今の時代の先生方には必要なので、ぜひ市内

に広めていってもらいたい」という期待を述べて下さ

いました。 

指導助言の岩間指導主事様からは、「8 月に出された

文部科学省通知(※)によると、これからの校内研修を

活性化させるためには、各学校の課題やニーズに対応

した協働的な学びを学校組織全体で行い、その成果を

教職員間で共有することが必要であると明記されてい

る。松島先生の研究は、こうした校内研修の活性化に

よる教員の資質向上を率先してやっていることが素晴

らしい。太田市の教員の資質向上の一つの指針になる

ことを期待する」というご講評を頂きました。 

最後に本学・鈴木豪准教授がお礼を申し上げ、閉会

しました。 

（※）令和 4 年 8 月 31 日付文部科学省総合教育政策局長・初等

中等教育局長通知「改正教育公務員特例法に基づく公立

の小学校等の校長及び教員としての資質の向上に関する

指標の策定に関する指針の改正等について」 

(川野文行・佐藤浩一・鈴木 豪) 

 

教職リーダーコース２年の茂木亜希子さんの実践検

討会が、１１月２５日に勤務校である桐生市立梅田中

学校で行われました。この実践検討会は、東部地区の

地区別人権教育研究協議会と同時開催として行われた

ものです。 

茂木さんの研究テーマは「小規模中学校における学

び合う教員集団づくり ～相互授業参観を核とした校

内研修を通して～」です。 

昨年度、勤務校の職員に行った聞き取り調査から、

７名の教員が全てのクラスの授業を受け持っているた

め、全教員が全校生徒との関わりを持てることや、そ

れぞれの教員が把握した情報が共有しやすく、それを

もとにきめ細かな対応ができるなど、協力体制が築き

やすいという小規模校の強みが明らかになりました。

一方、各教科の教員が一人ずつしかいないため、教科

指導について学び合う機会がないことや、授業研究会

でも意見が出にくく、学び合いが深まらないという課

題も明らかになりました。 

そこで、組織の強みを生かしながら課題を解決し、

より教育力の高い学校を目指していきたいと考え、校

内研修という全職員が関わる場において、全職員が創

り上げた研修テーマに基づく授業実践を行うことで、

学び合う教員集団づくりを進めたいと考えました。 

また、勤務校を会場として、地区別人権教育研究協

議会の開催が決まっていたため、公開する授業の質を

高めていくことも併せて行えると考えました。 

まず、１月の校内研修全体会では２つのグループに

分かれ、勤務校の「生徒の実態」について話合いを行

いました。事前に同様のプログラムで話合いを行って

いた研修委員会の委員である教務主任と研修主任が各

グループのファシリテーターを担当し、実態認識を深

めることができました。その後の研修委員会で「生徒

の実態」の整理と集約を行うとともに、２月の全体会

のリハーサルを行うなど、あまり機能していなかった

研修委員会を校内研修全体会と交互に行うことで、協

働化を促進させる工夫をしました。 

２月以降の全体会や研修委員会では「目指す生徒像」

と「それに迫るための手立て」について協議を繰り返

し、「『想いを伝え合うことで、自分の考えを深めよう

とする生徒』の育成 ～梅中メソッドを生かした授業

づくりを通して～」という研修テーマを全職員で創り

上げました。 

そして、５月からは、ほぼ月１回のペースで、一人

１授業の実践と相互授業参観を実施しました。勤務校

は各学年１クラスの小規模校なので、小規模校非常勤

講師が来校する日に合わせて授業公開を行うと、全教

桐生市立梅田中学校 茂木亜希子 
2022年 11月 25日(金) 
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員が授業参観できるという利点があります。 

また、全教員が全校生徒との関わりを持てているこ

とから、教科専門の視点ではなく、生徒の学びの姿を

基にした授業研究を行うことにより、話合いが深まる

と考えました。 

さらに、校内研修全体会で行う授業研究会は形態を

ワークショップ型にし、授業を参観した職員が生徒の

姿からの気づきや感想などを記述した付箋を持ち寄り、

模造紙に類型化しながら貼っていくことで、話合いを

活性化させることができました。 

実践検討会当日、研修主任である茂木さんは、開会

行事の中の研究発表において、教員の人権感覚を高め

る資質向上研修とともに、課題研究の一環として取り

組んできた一人１授業や授業研究会の成果について発

表しました。 

その後、１学年は学級活動、２・３学年は道徳の授

業を公開しました。３学年の主任でもある茂木さんは、

３年の授業づくりに大きく関わってきておりましたが、

当日の授業は３年Ａ組の担任が行いました。 

授業後の研究協議では、「人権に関する協議」と「授

業研究会」を行い、最後に、東部教育事務所の半田敦

子指導主事から指導講評がありました。 

茂木さんの課題研究について、半田指導主事からは、

研究テーマと学校教育目標の整合性が図られていたこ

と、生徒の課題である「自己有用感」の捉え方を全職

員で共通理解することで、目指す生徒像が明確になり、

組織的・協働的な取組が充実できていたこと、学校の

規模を生かした一人１授業を通して授業の質を高めて

いたことなどについて、肯定的な評価をいただきまし

た。 

（大島みずき・髙𣘺 望・野村晃男） 

 

2022 年度、下記の修了生が表彰を受けられました。

修了生のご活躍を大変嬉しく思います。 

 

 

 

令和 4年度 文部科学大臣 優秀教職員表彰 

（実践分野：学習指導） 

新井 千鶴（2019（R01）年度修了、11期生） 

 

令和 4 年度の教職リーダーコース FD 研修会・やま

なみ倶楽部の総会が Zoom を利用したオンライン形式

で開催されました。修了生、大学院の教員、現役大学

院生など、およそ 30 名の参加がありました。 

研究会講演の後、やまなみ倶楽部総会が行われまし

た。 

深谷達史先生 講演 

学びに向かう力を育てる―学習方略の観点から― 

広島大学教育学部准教授の深谷達史先生（前 群馬大

学准教授）に講演をいただきました。 

主体的に学習に取り組む態度の醸成が求められてい

ますが，主体的な学習を進めるための努力の質を決め

る要因の一つとして、学習方略があります。これまで

に様々な学習方略が提案されている一方で，アンケー

ト調査(例 ベネッセ)において，「上手な勉強のやり方

がわからない」という悩みが，学習上の悩みの上位と

(2023年 3月 4日) 
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して現れているとのことです。 

学習方略とは 

主に 3 つ観点から学習方略を紹介いただきました。

①認知的方略：情報同士を関連づけていく方略，②メ

タ認知的方略：仮想的教示や教訓機能といった自己の

学習状態の把握・調整を行う方略，③外的リソース方

略：図の活用などの頭の外にあるリソースを活用する

方略，の 3 点です。 

学習方略の指導 

学習方略は，学習内容を学ぶために活用されること

が期待されます。一方で，学習場面において，学習方

略は学習内容に比べて，子どもたちに意識されにくい

ことが多いとのことでした。学習方略を活用して学習

内容を理解し，一方で学習方略を意識化することが重

要でとのことです。 

そのためのポイントとして以下の 5 つが紹介されま

した。①学習方略の可視化：学習者が行うべき方略を

明示的に指導する，②有効性の実感：例えば，方略の

効果が実感できる活動（図を最初から見せずに必要性

を実感させる）等の工夫，③学習方略の評価：例え

ば，思考プロセスを残すためのテスト用紙を用いる，

④学習方略の質向上：方略使用モデルの提示や方略利

用のポイントの教示，⑤学習方略の応用：他単元や他

教科，家庭学習などにつながる指導，の 5 点です。 

学びの主体になるには武器＝方略が必要 

学びの主体になるための”武器”として学習方略が必

要であり，”武器”を渡すだけでなく，その使い方の指

導も必要である，とまとめられました。 

その後，本学の新藤准教授より指定討論コメントが

あり，本学教員や修了生などからも質問が寄せられ，

お答えを頂きました。 

教育内容に比べると意識されることが相対的に少な

い学習方略指導の重要性を改めて認識させられる公演

だったかと思います。 

 

やまなみ倶楽部総会 

 

清水和夫会長のご挨拶の後，修了生の活躍として本

誌でも紹介した新井千鶴先生の受賞が紹介されました。 

諸連絡の後，専門職学位課程長の音山若穂教授より

今後の大学院修了生組織の発展等についてお言葉があ

り閉会となりました。         (鈴木 豪) 

 

 

  

令和 4 年度の群馬大学学位記授与式が 3 月 23 日に

行われました。ALSOKぐんまアリーナでの式典の後，

各コース・専攻に分かれての学位記の伝達および表彰

状の伝達が行われました。 

 ぐんまアリーナでの式典には，教職リーダーコース

2 年の松島博昭さんが，学位記授与式受領代表者の一

人として出席されました。 

その後の学位記の伝達にあわせて，課題研究公開報

告会が完全オンラインとなったために延期となってい

た表彰状の伝達も行われました。 

 修了された先生方の今後のご活躍を祈念いたします。 

 （鈴木 豪） 

 

 

（音山専門職学位課程長より松島さんへ表彰状の伝達） 

(2023年 3月 23日) 


